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日立における手話アニメーション技術の紹介
「手話アニメーションソフト Mimehand II」とその応用

１. 研究の背景
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手話による情報提供の充実を目的とした
日本語-手話通訳の研究を開始

z手話に対する社会的な認知度の高まり
z交番や市役所、銀行などへの手話通訳者の配備

z政見放送への手話通訳の導入(1995年～)
z東京都、手話授業特区の申請を表明(07年)
z昭和大学病院で聴覚障がい者外来を開設(07年)

z聴覚障がい者への情報不足の顕在化
z手話通訳者の不足

z緊急時の情報提供(阪神大震災時)
z字幕による情報伝達の不確実性

１-１ 研究の背景
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z手話表記法
z手話をコンピュータで処理可能な形式で記述する

z手話コーパスの構築
z手話の言語的分析を目的とした例文集

z手話認識
z手話から日本語への翻訳を行うための技術

z手話生成
z日本語から手話への翻訳を行うための技術

zその他
z手話伝送(テレビ電話、アニメーション)
z応用システム(通訳、教育、情報KIOSK)

１-２ 手話に関する工学的研究の分野
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１-３ 日立における手話アニメ研究開発の経緯

１９９２年 手話通訳プロトタイプシステムの開発
(データ・ショーにて発表)

１９９５年 手話電話システムの開発
(TELECOM’95(ジュネーブ)にて発表)

１９９６年 ＷＳ版「手話アニメーション編集ソフトMimehand」発売

１９９８年 ＰＣ版「手話アニメーション編集ソフトMimehand」発売

２０００年 「手話アニメーション編集ソフトMimehand II」、
「電子版日本語-手話辞典(全日本ろうあ連盟監修)」発売

１９９１年 手話認識技術の研究開発開始

１９９２年 手話アニメーション生成技術の研究開発開始

１９９３年 RWCP(新情報処理開発機構)に参画(手話認識技術)

１９９３年 手話アニメーション編集ソフトMimehandの開発開始

２００２年 胃部Ｘ線検査支援システムの開発開始
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典型的な手話生成処理の流れ

日
本
語
解
析

言
語
変
換

動
作
デ
ー
タ
生
成

手
話
ア
ニ
メ
生
成

日本語 手話

z日本語を解析し、手話に翻訳する技術

z手話はアニメーションで表示する

zいわゆる機械翻訳と同じ技術が必要

１-４ 手話生成の概要
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z利点
zコンテンツの管理が容易(部分的な修正が可能)
z手話表現者のプライバシー保護

z表現を分かりやすくするため表情等を強調できる

zキャラクタをさまざまに変更することによる付加価値

z日本語－手話翻訳との親和性が高い
⇒文脈に合わせた位置や方向の調整が容易

z欠点
z動きが不自然になる場合がある

z複雑な動作を作るためには製作時間を要する

zアニメーションそのものに対する拒否反応

１-５ 手話アニメーションの利点と欠点
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１-６ 手話アニメーションの生成方式

z規則合成方式
z動作の基本要素を表す記号列により、手話の動作を
記述する

z記号列に動作モデルを適用することにより、動作デー
タを生成する

z生成した動作データにより、三次元ＣＧの人体モデル
を制御する

z録音再生方式
z人間の動きをモーション・キャプチャ技術等によりデー
タ化し、収集する

z収集した動作データにより人体モデルを制御する
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日立における手話アニメーション技術の紹介
「手話アニメーションソフト Mimehand II」とその応用

２. 手話アニメーションソフト MimehandⅡ
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２-１ 「Mimehand II」の概要

z機能
z三次元CGによる手話ｱﾆﾒｰｼｮﾝを作成・編集

z手話に関する知識がある人をユーザとして想定

z手話単語列の入力、手動作調整、非手指動作付加

z技術的な特徴
z日本語文から手話への翻訳支援機能

z手話単語間の補間処理

z想定する利用シーン
z手話による乗換案内や

緊急速報などの情報提供

z手話を学習する人の教材
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「私」
「本」
「買う」

「私」後にポーズ
文末に頷き

手話編集部
手話画像
合成部

「Mimehand II」

手話
ｱﾆﾒｰｼｮﾝ

手話単語入力

編集操作

手話文データ

日本語手話
翻訳支援

人体モデル

「私」 「本」
「買う」

手話単語辞書

「私は本を買
います。」

日本語文入力

２-２ 「Mimehand II」のシステム構成

手話単語：約３２００語、日本語語彙：約６０００語
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z手話単語毎の動作データを連結し、スムーズ
な手話文アニメーションを生成する

実測

モデル

軌跡 動作速度
差分

A
B

差
分(

㎝)

Aからの距離(㎝)

10

0 26 時間(秒)

速
度(
㎝
／
秒)

直線運動による近似
時間(秒)

速
度(

㎝
／
秒)

２-３ 手話単語間の補間処理
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z日本語対応手話を対象とした日本語から手話
への変換機能

z日本語から手話への翻訳支援として搭載(手話
通訳機能としての利用は不可)

z特徴
z共起関係に基づく手話知識ベースの導入

z手話知識ベースを用いた多義性解消
「給与が上がる」⇒「給与」 「上がる」⇒「上がる(給与)」

「成績が上がる」⇒「成績」 「上がる」⇒「上がる(成績) 」

z未知語処理(未知語→指文字変換)

田中と話した⇒「た」「な」「か」「会話する」

２-４ 日本語文から手話への翻訳支援機能
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日立における手話アニメーション技術の紹介
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３. 手話アニメーションの応用事例
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z電子版「日本語-手話辞典」
財団法人全日本ろうあ連盟が９年の歳月を費やし、出版した
「日本語-手話辞典」の電子版

z利用シーン
聴覚障がい者、手話通訳者や手話サークル用の教材

z特徴
�８０００用例もの手話表現を三次元アニメーションとして表示
�索引から単語を選んだり単語を入力するだけで、分かり易い
手話アニメーションを見ることが可能
�アニメーションのアングルや再生速度は自由に設定可能

３-１ 手話教材としての利用

電子版
「日本語－手話辞典」

⇒
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配信サーバ

配信

利用者

各社携帯電話

ｲﾝﾀｰ
ﾈｯﾄ

手話アニメ
コンテンツ

手話アニメ
表示アプリ

３-２ 手話教材としての利用②

z携帯電話への手話アニメーション配信
z手話を手軽に学べる環境を提供
z動画またはＣＧデータを携帯電話上に配信

検索結果 手話の説明 手話ｱﾆﾒｰｼｮﾝ 指文字
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医療機関における聴覚障がい者の
情報バリアを取り除くシステムの開発を開始
(昭和大学殿と日立の共同研究、2002.04～2004.03)

３-３ 情報保障としての利用

z胃部Ｘ線検査支援システム
z医療機関における聴覚障がい者へのｻﾎﾟｰﾄは不十分

手話で対応できる医師や検査技師のいる機関は少ない

z医療機関においても情報補償が不可欠
調査機関の調査結果において聴覚障がい者が情報バリアを
感じる場所として病院が上位に位置する

聴覚障がい者の受検経験が多く、
且つ、受検の困難性の観点から、

胃部Ｘ線検査を対象
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①

⑤

④

②

z胃部Ｘ線検査支援システム②
手話と文字とｲﾗｽﾄの表示により胃部Ｘ線検査の受診を容易に

全国で５台(東京、新潟、
岡山、鳥取、宮崎)の
検診バスで稼動中

聴覚障がい者だけでなく高齢者からも分かり易いと高い評価

本システムは
昭和大学との
共同研究の
成果です

３-４ 情報保障としての利用②
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３-５ 情報保障としての利用③

z胃部Ｘ線検査支援システム③
z実際の胃部ﾚﾝﾄｹﾞﾝ検査における指示を収集

z必須と考えられる４４文を選択し実装

z被検者に表示する内容は、文字、手話、イラスト

z技師は専用の操作パネルを使用
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z緊急（災害）時の情報提供zＷｅｂサイトへの導入

３-６ 情報保障としての利用④
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３-７ 情報保障としての利用⑤

手話アニメ
コンテンツ

駅構内・車内等のディスプレイに表示

オペレータ

緊急情報
テンプレート

緊急情報
生成

情報選択 配信

ひのき駅

けやき駅

かえで駅

さくら駅

付近で
信号故障

人身事故

ﾎﾟｲﾝﾄ故障

が発生し
遅れが出ています。

運転を見合わせています

運転再開しました。

上り線で

下り線で

上下線とも

z公共空間向け緊急情報提供システム
z事故等の緊急情報を手話ｱﾆﾒｰｼｮﾝにより提供

z定型文テンプレートの利用により、手話が分らない利
用者でも手話での情報提供を可能とする
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z日本語－手話翻訳技術の開発
z手話コーパスの収集

z手話言語の分析

z手話認識技術

z双方向のコミュニケーション支援

z手話アニメによる情報保障の拡大
z医療分野を中心とした応用展開

ＣＴ、ＭＲＩ、胃カメラ等

zMimemandⅡの改良による手話アニメ製作効率向上

４ 今後の課題


